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『
金
匱
要
略
』
解
題

真
柳

誠

一

成
立

『
傷
寒
論
』
に
は
張
仲
景
作
と
さ
れ
る
序
「
傷
寒
卒
病
論
集
」
が
あ
り
、「
処
方

を
博
採
し
て
諸
医
籍
を
撰
用
し
、
傷
寒
と
雑
病
の
論
あ
わ
せ
て
十
六
巻
を
編
纂
し

た
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
れ
に
も
と
づ
き
、
現
行
の
『
傷
寒
論
』
は
十
巻
本
に
つ
き

残
り
六
巻
が
雑
病
の
論
で
、
そ
れ
を
三
巻
に
節
略
し
た
の
が
現
在
の
『
金
匱
要
略
』
、

と
い
う
説
が
あ
る
。
し
か
し
『
金
匱
要
略
』
の
成
立
に
関
す
る
資
料
は
『
傷
寒
論
』

以
上
に
少
な
く
、
か
く
も
単
純
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
も
そ
も
『
傷
寒
論
』
の
仲
景
序
と
さ
れ
る
文
に
「
雑
病
」
の
字
句
は
あ
る
が
、

「
金
匱
」
の
字
句
は
ど
こ
に
も
な
い
。
ま
た
、
そ
こ
に
記
さ
れ
る
「
傷
寒
と
雑
病

の
論
あ
わ
せ
て
十
六
巻
」
が
傷
寒
部
分
と
雑
病
部
分
の
合
編
と
し
て
も
、
お
の
お

の
が
当
時
幾
巻
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
書
物
の
巻
数
は
伝
承
過
程
で
往
々

に
増
減
す
る
の
で
、
今
の
『
傷
寒
論
』
十
巻
が
当
時
も
十
巻
で
あ
っ
た
と
は
推
測

で
き
な
い
。
ま
し
て
そ
れ
ら
は
、「
仲
景
序
」
の
記
述
を
信
用
し
た
上
で
の
議
論
で

あ
る
。
や
は
り
本
書
の
成
書
や
成
立
の
経
緯
も
、
ま
ず
史
実
に
照
ら
し
て
考
察
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、『
金
匱
要
略
』
の
書
名
が
正
史
に
出
現
す
る
の
は
、
元
代
編
纂
の
『
宋
史
』

芸
文
志
に
「
金
匱
要
略
方
三
巻
、
張
仲
景
撰
、
王
叔
和
集
」
、
と
著
録
さ
れ
る
の
が

最
初
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
『
隋
書
』
や
両
『
唐
書
』
な
ど
の
正
史
、
唐
・
五
代

ま
で
の
諸
文
献
に
本
書
名
は
み
え
な
い
。
む
ろ
ん
『
宋
史
』
に
著
録
の
書
は
、
後

述
す
る
北
宋
政
府
の
校
刊
を
経
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
書
の
成
書
は
も

ち
ろ
ん
、
成
立
も
正
確
な
意
味
で
は
北
宋
以
前
に
遡
り
え
な
い
。
し
か
し
内
容
な

ど
の
淵
源
と
伝
承
は
あ
る
程
度
の
追
求
が
可
能
で
あ
る
。

二

宋
以
前
の
記
録

現
存
文
献
で
は
、
三
世
紀
後
半
に
成
立
の
『
脈
経
』
巻
八
と
『
甲
乙
経
』
巻
七

に
、
お
の
お
の
『
金
匱
要
略
』
と
対
応
す
る
文
が
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
は
後

代
の
付
加
と
も
考
え
ら
れ
、
か
な
ら
ず
し
も
当
時
の
文
章
と
は
認
め
が
た
い
。

も
っ
と
も
信
頼
で
き
る
早
期
の
記
載
は
、
四
五
四
～
四
七
三
年
の
間
に
成
立
し

た
『
小
品
方
』
に
見
ら
れ
る

（

１

）

。
本
書
は
遣
隋
使
将
来
本
に
由
来
す
る
鎌
倉
写
本
が

東
京
の
尊
経
閣
文
庫
に
唯
一
現
存
す
る
。
現
存
部
分
は
巻
一
の
前
半
で
、
傍
注
以

外
に
後
代
の
付
加
は
な
く
、
旧
姿
を
相
当
に
保
存
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ

に
は
『
金
匱
要
略
』
と
同
一
、
も
し
く
は
酷
似
し
た
方
名
・
配
剤
薬
・
主
治
条
文

が
記
載
さ
れ
る
。
か
つ
巻
頭
の
自
序
が
列
挙
す
る
文
献
中
に
は
、「
張
仲
景
弁
傷
寒

并
方
有
九
巻
、
張
仲
景
雑
方
有
八
巻
」
の
二
書
が
明
記
さ
れ
る
。『
小
品
方
』
に
あ

る
『
金
匱
要
略
』
と
の
類
似
処
方
が
、
自
序
に
記
す
仲
景
二
書
か
ら
の
引
用
と
は

即
断
で
き
な
い
。
し
か
し
『
小
品
方
』
の
五
世
紀
後
半
に
、『
金
匱
要
略
』
の
内
容

の
あ
る
部
分
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

隋
の
七
世
紀
初
で
は
『
諸
病
源
候
論
』
婦
人
雑
病
な
ど
の
諸
篇
に
、
「
（
張
）
仲
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景
云
」
な
ど
と
し
て
『
金
匱
要
略
』
と
類
似
し
た
文
が
記
さ
れ
る
。『
隋
書
』
経
籍

志
に
も
「
張
仲
景
療
婦
人
方
二
巻
」
と
著
録
さ
れ
る
の
で
、
当
時
は
婦
人
病
に
関

す
る
仲
景
の
書
が
単
行
さ
れ
て
い
た
と
わ
か
る
。
唐
の
七
世
紀
中
葉
で
は
、『
千
金

方
』
巻
十
傷
寒
下
に
出
典
こ
そ
記
さ
な
い
が
、
百
合
病
・
狐
惑
病
・
黄
疸
病
な
ど

『
金
匱
要
略
』
と
ほ
ぼ
同
一
名
の
篇
ご
と
に
、
類
似
の
条
文
や
処
方
が
記
載
さ
れ

る
。
同
書
の
巻
二
十
六
に
は
仲
景
撰
「
五
味
損
益
食
治
篇
」
の
序
と
お
ぼ
し
き
文

や
、
『
金
匱
要
略
』
と
ほ
ぼ
共
通
す
る
「
食
禁
」
（
食
養
上
の
注
意
・
禁
忌
）
の
論

も
見
ら
れ
る

（

２

）

。

『
千
金
方
』
よ
り
約
百
年
後
の
『
外
台
秘
要
方
』（
七
五
二
）
に
は
、『
（
張
）
仲

景
傷
寒
論
』
十
八
巻
か
ら
の
引
用
文
が
多
い
。
他
方
、『
唐
会
要
』
に
よ
る
と
七
六

〇
年
に
上
奏
さ
れ
た
医
官
の
試
験
料
目
に
、
「
張
仲
景
傷
寒
論
二
道
（
問
）
」
と
指

定
さ
れ
る
書
が
あ
っ
た
。
そ
の
書
は
、
お
そ
ら
く
『
外
台
秘
要
方
』
が
引
く
『
（
張
）

仲
景
傷
寒
論
』
十
八
巻
と
同
系
だ
ろ
う
。『
外
台
秘
要
方
』
は
こ
の
十
八
巻
本
の
全

文
を
引
用
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
所
引
巻
次
の
注
記
か
ら
す
る
と
前
半
十
巻
が

現
『
傷
寒
論
』
、
後
半
八
巻
が
現
『
金
匱
要
略
』
と
対
応
す
る
。
さ
ら
に
現
『
金
匱

要
略
』
全
二
十
五
篇
の
う
ち
計
十
一
篇
の
対
応
文
が
引
用
さ
れ
る
の
で
、
当
時
の

『
（
張
）
仲
景
傷
寒
論
』
に
は
現
『
金
匱
要
略
』
と
か
な
り
近
似
し
た
内
容
が
含
ま

れ
て
い
た
。
た
だ
し
両
者
の
篇
順
は
ほ
と
ん
ど
一
致
せ
ず
、
直
接
の
伝
承
関
係
を

認
め
が
た
い
。
さ
ら
に
現
『
金
匱
要
略
』
で
特
異
な
内
容
の
「
雑
療
方
」
と
「
食

禁
」
の
対
応
文
は
、
『
（
張
）
仲
景
傷
寒
論
』
か
ら
一
切
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
代

わ
り
に
別
の
『
仲
景
（
方
）
』
や
、
そ
れ
を
引
用
す
る
『
張
文
仲
（
方
）
』
か
ら
の

み
『
外
台
秘
要
方
』
に
孫
引
き
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
現
『
金
匱
要

略
』
は
唐
代
の
『
（
張
）
仲
景
傷
寒
論
』
十
八
巻
に
直
接
由
来
し
な
い
こ
と
が
首
肯

さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
二
八
三
～
三
四
三
年
頃
の
葛
洪
は
『
肘
後
救
卒
方
』
自
序
に
、「
仲

景
・
華
佗
ら
の
秘
要
金
匱
緑
秩
黄
素
方
は
千
巻
近
い
の
で
、
こ
れ
ら
を
撰
集
し
て

『
玉
函
方
』
百
巻
と
し
、
さ
ら
に
要
約
し
て
『
肘
後
救
卒
方
』
三
巻
と
し
た
」
と

記
す
。
そ
の
類
文
は
彼
の
『
抱
朴
子
内
篇
』
雑
応
に
も
み
え
、
あ
な
が
ち
偽
撰
と

は
で
き
な
い
。
ま
た
『
晋
書
』
葛
洪
伝
は
著
書
に
「
金
匱
薬
方
百
巻
、
肘
後
要
急

方
四
巻
」
を
記
す
の
で
、『
玉
函
方
』
は
後
に
『
金
匱
薬
方
』
と
も
呼
ば
れ
た
ら
し

い
。
こ
の
百
巻
本
は
伝
存
し
な
い
が
、
今
本
『
肘
後
方
』
に
あ
る
葛
洪
の
文
で
は

百
巻
本
を
「
大
方
」
、
三
巻
本
を
「
小
方
」
と
区
別
す
る
の
で
、
百
巻
本
は
実
在
し

た
の
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
『
医
心
方
』
巻
二
十
六
に
は
『
金
匱
録
』
か
ら
の
引
用

が
あ
り
、
葛
洪
か
と
も
疑
え
る
内
容
が
み
え
る
。
一
方
、『
肘
後
方
』
の
葛
洪
の
文

や
『
抱
朴
子
』
に
は
、
青
龍
・
白
虎
・
建
中
な
ど
仲
景
処
方
と
共
通
す
る
方
名
が

記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
後
述
の
鄧
珍
本
や
呉
遷
本
の
『
金
匱
要
略
』
に
は
撰
者
無
記

の
小
序
が
あ
り
、
そ
の
前
半
は
葛
洪
の
『
肘
後
救
卒
方
』
自
序
と
酷
似
す
る
。
し

か
も
後
述
の
よ
う
に
、
現
『
金
匱
要
略
』
の
底
本
は
傷
寒
部
分
も
含
む
節
略
写
本

で
、
仲
景
『
金
匱
玉
函
要
略
方
』
と
い
う
書
名
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
符
合
か
ら
す

る
と
、
仲
景
『
金
匱
玉
函
要
略
方
』
が
葛
洪
の
百
巻
本
系
に
由
来
す
る
可
能
性
を

考
え
て
も
い
い

（

３

）

。

以
上
を
要
す
る
に
、
三
世
紀
初
期
に
仲
景
が
著
し
た
と
さ
れ
る
「
傷
寒
と
雑
病

の
論
」
十
六
巻
の
雑
病
部
分
よ
り
直
接
、
現
在
の
『
金
匱
要
略
』
が
で
き
た
と
は

考
え
に
く
い
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
書
名
レ
ベ
ル
で
四
世
紀
前
期
の
『
金
匱
薬
（
玉
函
）



431

方
』
、
一
部
内
容
レ
ベ
ル
で
五
世
紀
後
半
の
『
小
品
方
』
ま
で
遡
及
で
き
る
だ
け
だ

っ
た
。
ま
た
『
諸
病
源
候
論
』
『
千
金
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
な
ど
か
ら
す
る
と
、

仲
景
の
医
論
や
処
方
は
七
世
紀
初
か
ら
八
世
紀
中
葉
に
か
け
て
、
引
用
や
単
離
な

ど
複
雑
な
伝
承
を
く
り
返
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
過
程
の
中
か
ら
、
現
『
金
匱
要

略
』
の
底
本
が
生
ま
れ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

三

北
宋
政
府
に
よ
る
校
訂
と
刊
行

『
金
匱
要
略
』
の
内
容
の
淵
源
は
、
五
世
紀
中
頃
ま
で
遡
及
可
能
だ
っ
た
。
し

か
し
内
容
の
成
立
時
期
で
は
な
く
、『
金
匱
要
略
』
の
成
書
と
す
る
な
ら
、「
宋
改
」

に
よ
り
初
め
て
出
版
物
と
な
っ
た
北
宋
中
期
と
断
定
で
き
る
。
換
言
す
る
な
ら
、

『
金
匱
要
略
』
は
宋
改
で
誕
生
し
た
書
と
い
っ
て
も
い
い
。
そ
の
経
緯
は
『
金
匱

要
略
』
に
前
付
さ
れ
た
北
宋
政
府
校
正
医
書
局
の
儒
臣
、
高
保
衡
・
孫
奇
・
林
億

の
序
文
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
序
の
関
連
部
分
は
少
々
長
い
が
、
以
下
に
現
代
語

訳
し
て
み
よ
う
。

張
仲
景
は
「
傷
寒
と
雑
病
の
論
」
合
十
六
巻
を
著
し
た
。
し
か
し
今
の
世

（
北
宋
）
に
は
た
だ
『
傷
寒
論
』
十
巻
が
伝
存
す
る
の
み
で
、
「
雑
病
の
論
」

は
世
に
み
え
ず
、
そ
の
一
・
二
割
が
諸
家
の
方
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
翰
林
学
士
の
王
洙
は
あ
る
日
、
国
家
の
図
書
館
で
虫
損

を
受
け
た
古
書
中
に
、
仲
景
『
金
匱
玉
函
要
略
方
』
三
巻
を
発
見
し
た
。
当

書
は
上
巻
に
傷
寒
、
中
巻
に
雑
病
、
下
巻
に
処
方
と
婦
人
病
が
記
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
転
写
し
て
数
人
の
学
識
者
に
の
み
伝
え
、
配
剤
薬
と

主
治
証
が
完
備
し
て
い
る
処
方
を
使
用
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
効
果
は
神
の
ご

と
く
で
あ
っ
た
。
し
か
し
当
書
の
あ
る
部
分
は
病
証
の
記
載
の
み
で
相
応
す

る
配
剤
薬
が
欠
落
し
て
い
た
り
、
逆
に
配
剤
薬
の
み
で
主
治
証
が
な
い
な
ど
、

治
療
に
使
用
す
る
に
は
不
完
全
な
書
で
あ
る
。

国
家
は
わ
れ
わ
れ
儒
臣
に
医
書
の
校
訂
を
命
じ
、
す
で
に
『
傷
寒
論
』
、
次

に
『
金
匱
玉
函
経
』
を
校
刊
し
、
今
ま
た
当
書
の
校
訂
が
完
成
し
た
。
こ
の

校
訂
で
は
、
下
巻
に
あ
っ
た
処
方
を
お
の
お
の
相
応
す
る
証
候
文
以
下
に
配

置
し
な
お
し
、
救
急
の
際
に
便
宜
を
は
か
っ
た
。
ま
た
諸
家
の
方
書
中
に
散

在
す
る
仲
景
の
雑
病
に
関
す
る
論
説
と
処
方
の
佚
文
を
採
取
、
各
篇
末
に

「
附
方
」
と
し
て
補
遺
し
、
当
書
の
治
療
法
を
広
げ
た
。
し
か
し
上
巻
の
傷

寒
部
分
は
（
『
傷
寒
論
』
と
比
較
し
て
）
節
略
が
多
い
の
で
削
除
し
、
そ
の

他
の
雑
病
よ
り
飲
食
禁
忌
ま
で
を
残
し
、
全
二
十
五
篇
と
し
た
。
処
方
は
重

複
を
除
き
総
二
百
六
十
二
方
、
こ
れ
を
上
中
下
の
三
巻
本
に
再
編
成
し
た
。

書
名
は
（
王
洙
発
見
書
の
）
旧
称
を
踏
襲
し
て
『
金
匱
方
論
（
金
匱
要
略
方
）
』

と
す
る

以
上
の
記
述
よ
り
次
の
史
実
が
知
ら
れ
る
。

①
『
金
匱
要
略
』
の
底
本
は
、
王
洙
が
政
府
図
書
館
で
発
見
し
た
仲
景
『
金
匱
玉

函
要
略
方
』
三
巻
だ
っ
た
。
王
洙
は
『
宋
史
』
の
伝
に
よ
る
と
、
北
宋
政
府
図
書

館
蔵
書
目
録
の
『
崇
文
総
目
』
の
編
纂
（
一
〇
三
四
年
勅
命
、
一
〇
四
一
年
完
成
）

に
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
書
は
お
そ
ら
く
、
そ
の
際
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
事
実
、『
崇
文
総
目
輯
釈
』
に
は
「
金
匱
玉
函
要
略
三
巻
、
張
仲
景
撰
」
と
著

録
さ
れ
て
い
る
。
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②
こ
の
書
に
は
傷
寒
や
雑
病
・
飲
食
禁
忌
の
論
と
方
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
節
略
・

脱
落
・
虫
損
が
あ
る
ば
か
り
か
、
処
方
と
主
治
条
文
が
ば
ら
ば
ら
、
あ
る
い
は
一

方
が
欠
け
て
使
用
に
著
し
く
不
便
と
な
っ
て
い
た
。

③

林
億
ら
は
こ
の
書
を
校
訂
す
る
に
あ
た
り
、
上
巻
の
傷
寒
部
分
は
す
で
に
『
傷

寒
論
』
を
校
刊
ず
み
な
の
で
削
除
し
た
。
そ
し
て
中
下
二
巻
の
再
編
で
は
、
節
略

や
脱
落
し
た
内
容
を
諸
医
書
に
引
用
さ
れ
る
仲
景
の
佚
文
を
集
め
て
補
填
、
あ
る

い
は
「
附
方
」
と
し
た
。
附
方
は
後
述
の
呉
遷
本
で
見
る
と
十
三
箇
所
に
あ
り
、

『
外
台
秘
要
方
』
『
千
金
方
』
『
千
金
翼
方
』
な
ど
よ
り
計
三
十
三
方
が
補
遺
さ
れ

て
い
る
。

④
こ
の
再
編
・
輯
佚
・
校
正
に
よ
り
、
全
三
巻
二
十
五
篇
・
計
二
百
六
十
二
方
の

書
と
し
て
新
た
に
誕
生
し
た
の
が
『
金
匱
要
略
』
で
あ
る
。

現
行
の
『
金
匱
要
略
』
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
序
に
記
す
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
『
金
匱
要
略
』
と
は
、
林
億
ら
に
よ
る
こ
う
し
た
大
改
訂
の
末
、
仲
景
の

雑
病
治
療
書
と
し
て
再
編
さ
れ
た
一
種
の
「
輯
佚
復
原
本
」
な
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
個
々
の
内
容
は
さ
て
お
き
、
今
わ
れ
わ
れ
が
見
る
と
こ
ろ
の
『
金
匱
要
略
』

の
成
書
は
、
正
確
に
は
こ
の
宋
改
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

な
お
『
金
匱
要
略
』
に
こ
う
し
た
複
雑
な
成
立
・
成
書
の
経
緯
が
あ
る
こ
と
は
、

本
文
の
解
釈
で
も
常
に
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
主
治
条
文
の
文

体
・
表
現
が
や
や
後
代
的
で
あ
っ
た
り
、
薬
量
単
位
に
「
分
」
な
ど
が
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
で
、
そ
れ
ら
を
張
仲
景
以
後
の
衍
文
・
付
加
な
ど
と
し
て
解
釈
の

対
象
外
と
す
る
こ
と
が
往
々
見
う
け
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
仲
景
の
文
が

本
書
以
前
の
段
階
で
各
書
間
に
孫
引
・
ひ
孫
引
さ
れ
た
結
果
、
必
然
的
に
生
じ
た

変
化
に
す
ぎ
ず
、
本
質
的
に
は
や
は
り
張
仲
景
の
文
な
の
で
あ
る
。
と
き
に
は
、

八
味
丸
の
出
典
に
「
崔
氏
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
で
、
八
味
丸
を
仲
景
以
後
の
処
方

と
し
た
り
、
仲
景
が
崔
氏
の
八
味
丸
を
引
用
し
た
か
の
ご
と
く
錯
覚
す
る
人
も
い

る
。
こ
れ
も
、
八
味
丸
が
『
崔
氏
（
纂
要
）
方
』
に
仲
景
の
処
方
と
し
て
載
っ
て

い
た
の
で
、
宋
改
の
際
に
「
崔
氏
」
と
明
記
し
て
附
方
に
転
載
し
、
王
洙
が
発
見

し
た
書
の
欠
落
を
補
遺
し
た
こ
と
の
無
理
解
に
基
づ
く
曲
説
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。

四

宋
以
降
の
版
本

王
洙
が
北
宋
政
府
の
図
書
館
に
発
見
し
た
仲
景
『
金
匱
玉
函
要
略
方
』
三
巻
は

も
ち
ろ
ん
現
存
せ
ず
、
こ
れ
を
底
本
に
宋
改
を
経
た
『
金
匱
要
略
』
三
巻
系
の
み

が
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
祖
版
た
る
北
宋
政
府
大
字
本
の
刊
年
は
、
か
つ

て
知
ら
れ
た
『
金
匱
要
略
』
の
諸
版
に
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
し
校
訂
に

た
ず
さ
わ
っ
た
林
億
ら
の
官
位
が
年
々
昇
級
す
る
こ
と
か
ら
、
岡
西
氏
は
刊
年
が

知
ら
れ
る
他
本
の
官
位
と
比
較
し
、
大
字
本
は
治
平
三
年
（
一
〇
六
六
）
の
刊
行

と
推
定
し
た

（

４

）

。
ま
た
紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）
か
ら
数
年
内
に
国
子
監
よ
り
小
字

本
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
も
、
宋
版
小
字
本
『
脈
経
』
に
後
付
の
牒
文
か
ら
推
定
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
北
宋
政
府
版
大
字
本
・
小
字
本
の
『
金
匱
要
略
』
が
と
も
に

現
存
し
な
い
た
め
、
正
確
な
刊
年
は
か
つ
て
未
詳
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
筆
者
が
近

年
新
た
に
見
出
し
た
呉
遷
本
の
記
載
よ
り
、
大
字
本
の
刊
行
勅
命
は
治
平
三
年
三

月
十
九
日
だ
っ
た
と
わ
か
り
、
岡
西
説
の
正
し
さ
が
証
明
さ
れ
た
。
ま
た
国
子
監
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に
よ
る
小
字
本
刊
行
が
紹
聖
三
年
（
一
〇
九
六
）
六
月
だ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。

筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
日
本
版
も
含
め
た
『
金
匱
要
略
』
の
現
存
版
本
は
重

印
・
影
印
や
全
書
所
収
本
を
含
め
六
〇
種
を
こ
え
る
が
、
す
べ
て
が
元
代
以
降
・

明
代
ま
で
の
五
版
本
よ
り
派
生
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
と
完
全
に
別
系
の

呉
遷
本
も
出
現
し
た
。
李
氏
朝
鮮
時
代
お
よ
び
ベ
ト
ナ
ム
王
朝
時
代
ま
で
の
版
本

は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
諸
本
の
ル
ー
ツ
た
る
元
明
五
版
本
と
呉
遷
本
に

つ
い
て
、
由
来
・
関
係
・
特
徴
な
ど
を
概
説
し
て
お
こ
う
。

（
一
）
大
字
本
系

北
宋
政
府
が
皇
帝
に
献
上
す
る
形
式
で
刊
行
し
た
書
は
、
一
文
字
が
コ
イ
ン
大

の
た
め
、
大
字
本
と
呼
ば
れ
る
。
お
よ
そ
Ｂ
四
判
ほ
ど
の
大
型
本
で
、
一
葉
に
大

字
経
文
で
四
〇
〇
字
前
後
し
か
刻
版
し
な
い
た
め
、
一
書
あ
た
り
の
葉
数
が
多
い
。

こ
の
た
め
版
木
数
も
紙
の
量
も
多
く
、
お
お
む
ね
官
公
庁
用
の
豪
華
本
で
高
価
だ

っ
た
。
そ
こ
で
民
間
の
需
要
が
多
い
医
書
な
ど
で
は
、
Ｂ
五
弱
の
小
型
判
で
一
葉

に
六
〇
〇
字
近
く
を
収
め
た
廉
価
な
小
字
本
を
、
政
府
関
連
機
関
か
ら
大
字
本
後

に
出
版
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
南
宋
で
復
刻
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

し
か
し
『
金
匱
要
略
』
に
つ
い
て
は
、
大
字
本
も
小
字
本
も
宋
版
が
一
切
現
存

し
な
い
。
古
版
で
は
以
下
の
元
明
五
版
が
現
存
し
、
こ
れ
ら
が
大
字
本
系
だ
っ
た

こ
と
も
、
小
字
本
系
呉
遷
本
の
出
現
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
呉
遷
本
を

除
き
、
従
来
使
用
さ
れ
て
き
た
『
金
匱
要
略
』
の
全
版
本
は
ひ
と
し
く
大
字
本
系

に
属
す
る
。

①
元
・
鄧
珍
版

当
版
三
巻
は
二
冊
に
綴
じ
ら
れ
、
第
一
冊
は
鄧
珍
序
二
葉
・
宋
臣
序
（
小
序
を

後
付
）
一
葉
・
目
録
二
〇
葉
・
巻
上
二
九
葉
、
第
二
冊
は
巻
中
二
六
葉
・
巻
下
二

〇
葉
か
ら
な
る
。
そ
の
現
存
と
所
在
は
か
つ
て
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
筆
者

ら
の
調
査
に
よ
り
北
京
大
学
図
書
館
に
唯
一
架
蔵
さ
れ
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た

（

５

）

。

鄧
珍
序
に
よ
る
と
、
福
建
南
平
出
身
の
彼
が
当
時
久
し
く
通
行
し
て
い
な
か
っ
た

『
金
匱
方
論
』
を
隣
地
の
江
西
撫
洲
・
丘
氏
よ
り
入
手
し

（

６

）

、
刊
行
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
序
は
元
の
後
至
元
六
年
（
一
三
四
〇
）
に
記
さ
れ
、
本
文
の
字
様
・

版
式
も
元
の
建
版
に
ま
ち
が
い
な
い
。
た
だ
し
北
京
大
学
本
の
巻
上
第
三
・
四
葉

だ
け
は
匡
郭
が
大
き
く
、
字
様
か
ら
す
る
と
明
・
嘉
靖
間
の
新
安
彫
板
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
当
該
葉
の
版
木
が
破
損
か
紛
失
し
た
た
め
、
新
彫
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
し
た
が
っ
て
北
京
大
学
本
は
元
・
後
至
元
六
年
の
序
刊
本
で
、
明
・
嘉
靖
間

の
修
刻
・
重
印
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
巻
上
末
葉
の
余
白
に
は
、
楊
守
敬
に
よ
る
以
下
の
自
筆
識
語
が
墨
書
さ
れ

て
い
る
。

金
匱
要
略
、
以
明
趙
開
美
仿
宋
本
為
最
佳
、
次
則
兪
橋
本
、
然
皆
流
伝
絶
少
。

医
統
本
則
脱
誤
至
多
。
此
元
刊
本
与
趙
本
悉
合
、
尤
為
希
有
之
籍
。
光
緒
丁

酉
三
月
、
得
見
于
上
海
寄
観
閣
、
因
記
。
宜
都
楊
守
敬

す
る
と
当
本
は
清
末
・
蔵
書
家
の
楊
守
敬
旧
蔵
で
、
上
海
の
寄
観
閣
で
入
手
し

て
い
た
。
彼
は
当
本
を
元
刊
本
と
鑑
定
す
る
も
の
の
、
そ
れ
が
明
中
期
の
修
刻
・

重
印
で
あ
る
こ
と
は
見
落
と
し
て
い
る
。
し
か
も
後
述
の
趙
開
美
本
を
仿
宋
版
と

誤
認
し
た
た
め
、
当
版
と
の
関
係
を
完
全
に
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
一
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図１ 明・無名氏版
（中国科学院図書館蔵本）

方
、
当
本
の
各
処
に
は
二
十
二
顆
の
蔵
印
記
が
捺
さ
れ
、
袁
廷
梼
→
孫
従
添
→
寄

観
閣
→
楊
守
敬
→
李
盛
鐸
→
李
滂
な
ど
の
手
を
約
二
百
数
十
年
に
わ
た
り
流
転
し

た
後
、
北
京
大
学
図
書
館
に
架
蔵
さ
れ
た
経
緯
が
知
ら
れ
る
。

鄧
珍
版
に
は
、
か
つ
て
知
ら
れ
た
諸
版
に
み
え
な
い
宋
版
の
旧
態
が
少
な
か
ら

ず
保
持
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
書
名
の
頭
に
「
新
編
」
の
二
字
を
冠
す
る
こ
と
。

林
億
ら
の
序
文
で
は
、「
国
家
」「
主
上
」「
太
子
」
の
三
字
句
に
対
し
敬
畏
の
書
式

が
見
ら
れ
る
こ
と
。
前
述
し
た
葛
洪
と
の
関
連
を
示
唆
す
る
撰
者
無
記
の
小
序
が

あ
り
、
こ
れ
は
底
本
の
仲
景
『
金
匱
玉
函
要
略
方
』
段
階
か
ら
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
、
当
証
拠
が
残
存
す
る
こ
と
。
本
文
各
巻
頭
の
編
著
者
名
が
林
億
・
王
叔
和
・

張
仲
景
の
順
で
記
さ
れ
、
従
来
の
通
行
本
と
正
反
対
で
あ
る
こ
と
。
底
本
と
さ
れ

た
『
金
匱
玉
函
要
略
方
』
原
文
と
宋
改
補
填
文
の
区
別
が
、
本
文
の
一
部
書
式
か

ら
推
測
さ
れ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
以
上
の
特
徴
は
、
本
文
に
も
宋
版
大
字
本

の
旧
態
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

し
か
し
当
版
の
書
名
に
「
要
略
」
の
二
字
を
欠
く
点
は
、
宋
の
大
字
本
・
小
字

本
お
よ
び
金
初
通
行
本
の
書
名
記
録
な
ど
に
例
が
な
い
た
め
、
鄧
珍
も
し
く
は
そ

れ
に
至
る
間
の
改
変
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
呉
遷
本
と
の
比
較
で
わ
か
る
が
、
鄧
珍

版
の
「
論
」
部
分
で
は
本
来
改
行
さ
れ
て
い
た
文
章
の
頭
に
○
印
を
付
け
て
前
行

に
送
り
込
み
、
こ
の
操
作
で
紙
幅
を
節
約
し
て
い
る
。
俗
字
・
誤
字
や
脱
文
も
少

な
く
な
い
。
さ
ら
に
北
京
大
学
本
は
鄧
珍
の
刊
行
か
ら
二
百
年
前
後
を
経
た
修
刻

重
印
の
た
め
、
版
木
の
磨
滅
や
ひ
び
割
れ
で
印
刷
の
不
鮮
明
な
文
字
が
多
数
あ
る
。

と
は
い
え
、
後
代
諸
版
の
よ
う
な
著
し
い
改
変
や
誤
字
・
脱
文
な
ど
は
な
い
。

さ
ら
に
後
述
の
明
版
四
種
は
い
ず
れ
も
鄧
珍
本
か
ら
派
生
し
て
い
た
こ
と
が
解
明

さ
れ

（

７

）

、
け
っ
き
ょ
く
従
来
通
行
し
て
い
た
あ
ら
ゆ
る
版
本
も
当
版
に
由
来
す
る
こ

と
が
知
ら
れ
た
。
鄧
珍
版
は
現
存
す
る
大
字
本
系
の
最
高
位
に
あ
る
善
本
な
の
で

あ
る
。

以
上
よ
り
鄧
珍
版
を
本
書
に
影
印
収
載
す
る
こ
と
と
し
、
唯
一
所
蔵
す
る
北
京

大
学
図
書
館
よ
り
出
版
権
を
取
得
し
た
。
翻
字
で
は
原
本
の
印
刷
不
鮮
明
と
破
損

し
た
部
分
の
文
字
を
補
足
、
疑
い
な
い
誤
字
を
訂
正
し
、
略
字
・
俗
字
・
異
体
字

は
一
括
し
て
正
字
に
統
一
し
た
。
そ
れ
ら
の
子
細
は
本
書
の
凡
例
を
参
照
さ
れ
た

い
。

②
明
・
無
名
氏
版

当
版
の
存
在
は
中
国
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
、
江
戸
後
期
に
は
多

紀
元
簡
の
蔵
本
が
知
ら
れ
て
い
た
。
の
ち
所
蔵
記
録
が
な
か
っ
た
が
、
筆
者
ら
は

台
北
の
故
宮
博
物
院
に
多
紀
本
に
も
と
づ
く
明
治
前
期
の
影
写
本
を
一
点
（
欠
下

巻
）
、
北
京
の
中
国
科
学
院
図
書
館
に
別
伝
の
刊
本
を
一
点
発
見
し
た

（

８

）

。

当
版
は
鄧
珍
本
に
比
較
的
忠
実
な
た
め
、
や
は
り
宋
版
の
旧
が
い
さ
さ
か
残
存

し
て
い
る
。
さ
ら
に

明
・
嘉
靖
間
に
流
行
し

た
仿
宋
版
の
字
様
と
版

式
で
彫
板
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ゆ
え
多
紀
元
簡
は

南
宋
版
と
判
断
し
、
彼

の
『
金
匱
玉
函
要
略
方

論
輯
義
』
お
よ
び
豊
田
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図２ 明・兪橋版
（『四部叢刊（初編 2 版）』本）

省
吾
校
訂
『
（
新
校
）
新
編
金
匱
要
略
方
論
』
で
も
、
当
版
を
「
宋
本
」
と
し
て
校

勘
に
使
用
す
る
。
の
ち
『
経
籍
訪
古
志
』
で
は
「
明
代
仿
宋
本
」
と
鑑
定
を
改
め

て
著
録
さ
れ
た
。
宋
本
や
仿
宋
本
と
誤
認
し
た
の
は
、
鄧
珍
本
の
存
在
が
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
筆
者
は
版
式
と
字
様
か
ら
嘉
靖
の
所
刊
と
判
断
す

る
が
、
刊
者
未
詳
に
つ
き
明
・
無
名
氏
版
と
呼
ん
で
い
る
。

当
版
は
一
見
す
る
と
宋
版
風
の
字
様
だ
が
、
誤
字
・
俗
字
・
脱
文
の
夥
し
さ
は

諸
版
の
筆
頭
と
い
っ
て
い
い
。
し
た
が
っ
て
『
金
匱
要
略
』
の
書
誌
研
究
、
お
よ

び
鄧
珍
版
で
不
鮮
明
な
文
字
の
校
勘
な
ど
に
お
い
て
の
み
価
値
が
認
め
ら
れ
る
版

本
で
あ
る
。

③
明
・
兪
橋
版

当
版
に
は
明
・
兪
橋
の
刊
行
識
語
が
あ
る
が
、
そ
の
年
は
記
さ
れ
な
い
。
他
方
、

兪
橋
撰
の
『
広
嗣
要
語
』
に
は
嘉
靖
丙
申
年
（
一
五
三
六
）
の
刊
行
跋
が
あ
り
、

こ
の
嘉
靖
版
と
当
版
は
字
様
が
酷
似
す
る
の
で
、
同
じ
刻
工
グ
ル
ー
プ
の
彫
板
だ

ろ
う
。
し
た
が
っ
て

兪
橋
版
も
一
五
三
六

年
前
後
の
刊
行
と
推

定
さ
れ
る
。

当
版
に
は
鄧
珍
本

の
特
徴
が
あ
る
一
方
、

誤
字
・
脱
文
な
ど
の

特
徴
が
無
名
氏
版
と

多
く
一
致
す
る
。
す

る
と
鄧
珍
本
に
も
と
づ
く
刊
本
ま
た
は
写
本
の
Ｘ
本
が
か
つ
て
あ
り
、
こ
れ
を
共

通
の
祖
と
し
て
無
名
氏
版
と
兪
橋
版
が
派
生
し
た
と
推
定
さ
れ
る

（

８

）

。
当
版
も
無
名

氏
版
に
つ
い
で
誤
字
・
脱
文
が
多
く
、
や
は
り
書
誌
研
究
と
校
勘
以
外
の
目
的
に

は
適
さ
な
い
。

兪
橋
版
は
一
九
二
九
年
に
上
海
商
務
印
書
館
の
『
四
部
叢
刊
〔
初
編
〕
』
第
二
版

に
影
印
収
録
さ
れ
た
が
、
商
務
印
書
館
の
涵
芬
楼
蔵
書
は
一
九
三
二
年
の
上
海
事

変
で
大
部
分
が
焼
失
し
た
。
そ
の
理
由
も
あ
り
、
当
版
自
体
の
所
在
は
現
在
確
認

さ
れ
な
い
。
他
方
、
当
版
は
江
戸
前
期
に
翻
刻
さ
れ
、
の
ち
少
な
く
と
も
版
元
を

三
回
変
え
て
重
印
さ
れ
た
。
森
立
之
『
金
匱
要
略
攷
注
』
は
和
刻
兪
橋
版
を
主
な

底
本
に
使
用
す
る
。
さ
ら
に
和
刻
版
木
を
用
い
て
浅
井
図
南
が
補
訂
を
加
え
た
修

刻
・
重
印
本
、
こ
れ
に
も
と
づ
く
後
藤
徽
（
艮
山
の
曽
孫
）
の
校
訂
・
再
版
本
が

出
版
さ
れ
る
な
ど
、
江
戸
後
期
ま
で
か
な
り
用
い
ら
れ
た
版
本
系
だ
っ
た
。
江
戸

中
後
期
に
四
回
和
刻
さ
れ
て
広
く
普
及
し
た
小
刻
本
『
金
匱
要
略
』
の
一
部
に
も
、

和
刻
兪
橋
版
の
文
字
が
影
響
し
て
い
る
。

④
明
・
徐
鎔
版

明
の
徐
鎔
が
古
本
・
新
本
と
称
す
る
二
種
の
『
金
匱
要
略
』
を
万
暦
十
三
年
（
一

五
八
五
）
に
校
合
し
、
同
二
十
六
年
（
一
五
九
八
）
に
呉
勉
学
が
校
刊
、
同
二
十

九
年
（
一
六
〇
一
）
に
医
学
叢
書
『
古
今
医
統
正
脈
全
書
』
へ
編
入
・
重
印
さ
れ

た
の
が
当
版
で
あ
る
。『
古
今
医
統
正
脈
全
書
』
所
収
本
は
重
印
や
修
刻
で
単
行
も

さ
れ
た
た
め
、
現
存
本
は
多
い
。

近
代
に
は
影
印
本
が
一
九
一
九
年
刊
の
『
四
部
叢
刊
〔
初
編
〕
』
第
一
版
に
収
め

ら
れ
た
ほ
か
、
こ
れ
に
も
と
づ
く
数
種
の
影
印
本
や
活
字
本
が
現
在
も
中
国
や
台
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図３ 明・徐鎔版
（『四部叢刊（初編 1 版）』本）

図４ 明・趙開美版
（中国中医科学院図書館本）

湾
か
ら
出
版
さ
れ
、

も
っ
と
も
普
及
し
て

い
る
。
多
紀
元
簡
『
金

匱
玉
函
要
略
方
論
輯

義
』・
豊
田
省
吾
校
訂

『
（
新
校
）
新
編
金
匱

要
略
方
論
』
や
山
田

業
広
『
金
匱
要
略
集

注
』
も
主
な
底
本
と
し
た
。
当
版
だ
け
を
見
る
と
宋
版
の
旧
が
保
た
れ
て
い
る
風

で
、
文
意
不
通
の
字
句
も
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
前
三
版
と
校
異
す
る
と
、
意
を
通
り
や
す
く
し
た
り
、
宋
版
風
を
装
う

た
め
の
意
図
的
な
改
変
や
省
略
、
と
判
断
さ
れ
る
部
分
や
字
句
が
数
多
く
見
出
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
相
違
を
検
討
し
た
結
果
、
徐
鎔
が
校
合
の
底
本
と
し
た
の
は
鄧
珍

版
と
無
名
氏
版
だ
っ
た

（

７

）

。
そ
し
て
両
版
を
参
照
し
つ
つ
、
徐
鎔
の
私
見
で
宋
版
の

旧
に
近
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
明
ら
か
な
誤
刻
も
多
い
。
し
た
が
っ
て

広
く
流
布
し
て
い
る
が
、
内
容
研
究
に
も
校
勘
の
底
本
に
も
不
適
当
と
い
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。

⑤
明
・
趙
開
美
版

明
の
趙
開
美
は
『
仲
景
全
書
』
を
万
暦
二
十
七
年
（
一
五
九
九
）
に
編
刊
し
、

そ
の
一
書
が
当
版
で
あ
る
。
当
版
に
は
鄧
珍
序
が
明
版
で
唯
一
前
付
さ
れ
、
こ
れ

を
底
本
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
字
句
を
仔
細
に
比
較
す
る
と
一
部
特
徴

は
無
名
氏
版
と
合
致
す
る
の
で
、
そ
れ
も
参
照
し
て
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
忠
実
に
両

版
の
字
句
が
踏
襲
さ

れ
、
誤
刻
も
多
く
は

な
い
。
趙
開
美
が
改

め
た
と
判
断
さ
れ
る

字
句
も
あ
る
が
、
徐

鎔
本
ほ
ど
意
図
的
で

も
な
い
。
し
か
し
鄧

珍
版
や
無
名
氏
版
に

保
存
さ
れ
た
宋
版
の
旧
は
完
全
に
失
わ
れ
て
お
り
、
や
は
り
書
誌
研
究
と
鄧
珍
版

の
校
勘
に
の
み
使
用
さ
れ
る
べ
き
版
本
と
い
え
る
。

趙
開
美
版
は
中
国
で
影
印
出
版
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
前
期
の
和
刻
本
も
あ
り
、

趙
開
美
版
と
は
別
編
成
の
和
刻
『
仲
景
全
書
』
に
収
め
ら
れ
、
江
戸
中
期
ま
で
五

回
印
行
さ
れ
て
普
及
し
て
い
た

（

９

）

。
そ
の
版
式
と
書
式
は
ほ
ぼ
趙
開
美
版
だ
が
、
よ

く
検
討
す
る
と
和
刻
兪
橋
版
の
字
句
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
誤
刻
も
多
い
が
、

返
り
点
が
唯
一
つ
け
ら
れ
た
和
刻
版
と
い
う
特
長
が
あ
る
（

10
）
。
さ
ら
に
和
刻
趙

開
美
版
は
小
刻
『
金
匱
要
略
』
の
主
な
底
本
と
さ
れ
、
小
刻
本
は
四
版
本
が
江
戸

中
後
期
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
趙
開
美
版
系
は
、
江
戸
期
に
も
っ
と

も
一
般
に
流
布
し
た
版
本
で
あ
っ
た
。

（
二
）
小
字
本
系

明
・
呉
遷
写
本

当
写
本
三
巻
は
二
冊
に
綴
じ
ら
れ
、
第
一
冊
は
後
補
遊
紙
一
葉
・
扉
一
葉
・
序
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図５ 裏面の南宋版『大学会要』
（呉遷本巻上第 30 葉の反転図）

一
葉
・
巻
上
三
〇
葉
、
第
二
冊
は
巻
中
三
一
葉
・
巻
下
一
九
葉
・
牒
文
一
葉
・
識

語
一
葉
か
ら
な
る
。
欠
筆
な
ど
の
明
瞭
な
避
諱
、
版
心
な
ど
へ
の
刻
工
名
の
記
入

は
見
あ
た
ら
な
い
。
全
書
に
小
さ
な
朱
の
読
点
が
あ
る
。
誤
字
・
脱
文
な
ど
の
判

断
を
記
す
同
一
者
の
朱
筆
付
箋
三
三
枚
が
上
欄
な
ど
に
貼
り
込
ま
れ
、
当
付
箋
と

本
文
の
書
写
は
明
ら
か
に
別
人
の
筆
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
当
本
の
現
存
や
所
在
は
一
切
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
方
、
沈

氏
は
明
初
写
本
の
『
金
匱
要
略
』
が
中
国
某
所
に
現
存
し
、
そ
れ
に
大
字
本
・
小

字
本
各
々
の
刊
年
を
記
し
た
勅
命
文
が
後
付
さ
れ
る
こ
と
を
、
二
〇
〇
六
年
一
〇

月
に
短
報
（

11
）

し
た
。
筆
者
は
当
写
本
を
上
海
図
書
館
の
所
蔵
と
推
定
し
、
二
〇

〇
七
年
八
月
よ
り
実
地
調
査
を
重
ね
た
。
こ
の
結
果
、
同
図
書
館
蔵
の
明
・
呉
遷

写
本
『
金
匱
要
略
方
』
三
巻
は
現
存
唯
一
の
北
宋
政
府
小
字
本
系
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
、
報
告
（

12
）

し
た
。
す
な
わ
ち
既
知
の
『
金
匱
要
略
』
諸
版
と
書
式
・
構

成
・
字
句
に
大
き
な
相
違
が
あ
り
、
完
全
に
別
系
統
な
の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き

は
、
他
に
現
存
を
見
な
い
陳
尭
道
『
中
庸
五
十
義
』『
大
学
会
要
』
な
ど
南
宋
版
五

書
を
反
故
と
し
、
そ
の
裏
面
を
利
用
し
て
一
人
の
筆
で
実
直
に
筆
写
す
る
点
で
あ

る
。
書
末
に
は
紹
聖
三
年
（
一
〇
九
六
）
六
月
に
国
子
監
か
ら
小
字
本
を
刊
行
す

る
旨
の
牒
文
と
国
子
監
の
列
銜
、
治
平
三
年
（
一
〇
六
六
）
三
月
十
九
日
に
大
字

本
刊
行
を
勅
命
す
る
旨
と
高
保
衡
・
孫
奇
・
林
億
・
銭
象
先
の
列
銜
が
あ
り
、
と

も
に
従
来
未
知
の
も
の
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
宋
版
は
明
中
期
か
ら
珍
重
さ
れ
始
め
、
現
代
は
多
く
が
国
宝
レ
ベ
ル

と
さ
れ
る
。
そ
れ
を
反
故
に
し
て
筆
写
す
る
の
は
明
前
期
以
前
で
し
か
あ
り
え
ず
、

当
本
が
後
世
の
偽
作
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
で
き
る
。
し
か
も
新
出
の
牒
文
と
勅

命
文
の
二
種
が
後
付
さ
れ
、
か
つ
て
推
定
さ
れ
る
だ
け
だ
っ
た
大
字
本
・
小
字
本

の
校
刊
年
の
み
な
ら
ず
、
月
日
ま
で
記
す
。
そ
の
書
式
で
も
宋
政
府
へ
の
敬
畏
が

示
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
捏
造
す
る
の
は
不
可
能
な
の
で
、
呉
遷
の
偽
作
も
否
定
で

き
る
。

当
本
末
葉
に
は
以
下
の
識
語
が
あ
る
。

金
匱
要
略
、
誠
医
家
之
要
書
也
。
然
学
者
漫
不
之
顧
、
少
有
蓄
之
者
。
今
得

祝
先
生
均
実
所
蔵
古
本
、
老
眼
雖
昏
、
勉
強
録
之
。
洪
武
二
十
八
年
歳
次
乙

亥
秋
八
月
三
日
甲
子
写
、
至
二
十
五
日
丙
戌
而
成
。
時
年
七
十
三
、
呉
遷
景

長
識
。

九
月
十
一
日
帙
。
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こ
の
識
語
は
本
文
と
同
じ
筆
で
記
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
洪
武
二
十
八
年
歳
次
乙

亥
（
一
三
九
五
）
の
秋
八
月
三
日
甲
子
に
写
し
、
二
十
五
日
丙
戌
に
至
り
て
成
る
。

時
年
七
十
三
、
呉
遷
景
長
が
識
す
」
と
あ
る
の
で
、
当
本
は
呉
遷
（
景
長
）
の
直

筆
原
本
に
ま
ち
が
い
な
い
。
当
本
各
処
に
呉
遷
の
印
記
が
捺
さ
れ
る
の
も
、
以
上

を
証
左
す
る
。
景
長
は
字
だ
ろ
う
。
な
ら
ば
呉
遷
は
元
の
至
治
三
年
（
一
三
二
三
）

生
ま
れ
で
、
元
明
間
の
人
物
と
な
る
。
七
十
三
歳
の
呉
遷
は
二
十
三
日
を
費
や
し

て
筆
写
し
、
当
識
語
を
認
め
た
。
さ
ら
に
誤
写
な
ど
を
修
正
し
た
の
ち
製
本
し
、

「
九
月
十
一
日
、
帙
す
」
と
記
入
し
た
ら
し
い
。「
呉
遷
景
長
／
蘭
室
秘
蔵
／
医
書

薬
方
／
志
此
印
章
」
の
印
記
か
ら
す
る
と
、
彼
は
医
家
な
い
し
医
に
相
当
詳
し
い

人
物
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
呉
遷
や
呉
景
長
に
つ
い
て
は
年
代
な
ど
を
異
に
す

る
同
名
別
人
の
記
録
が
あ
る
の
み
で
、
本
人
に
直
接
関
す
る
史
料
は
現
段
階
で
見

当
た
ら
な
い
。
呉
遷
が
筆
写
し
た
古
本
を
所
蔵
し
て
い
た
祝
均
実
な
る
人
物
も
よ

く
わ
か
ら
な
い
。

当
本
に
は
呉
遷
を
含
め
て
一
五
顆
の
印
記
が
捺
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
す
る
と
、

清
・
康
煕
帝
第
十
三
子
の
允
祥
が
最
初
に
収
蔵
し
て
い
た
。
つ
い
で
清
末
蔵
書
家

の
朱
学
勤
・
朱
澂
父
子
の
所
蔵
を
経
て
、
清
末
民
国
間
蔵
書
家
の
徐
乃
昌
に
渡
っ

て
い
る
。
の
ち
一
九
五
二
年
設
立
の
上
海
図
書
館
に
架
蔵
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
は

わ
か
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
上
海
の
私
立
合
衆
図
書
館
と
上
海
市
歴
史
文
献
図
書

館
の
収
蔵
を
経
て
い
る
だ
ろ
う
。

さ
て
当
本
に
は
北
宋
小
字
本
『
金
匱
要
略
』
の
牒
文
が
唯
一
記
録
さ
れ
る
。
つ

い
て
は
呉
遷
が
筆
写
の
底
本
と
し
た
と
記
す
「
祝
先
生
均
実
所
蔵
古
本
」
も
当
然
、

北
宋
小
字
本
の
系
統
と
な
る
。
そ
の
「
古
本
」
が
、
い
か
な
る
書
な
の
か
を
呉
遷

は
記
さ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
本
全
体
の
統
一
さ
れ
た
書
式
、
序
文
と
牒
文
・

勅
命
文
に
お
け
る
宋
朝
へ
の
敬
畏
、
方
名
に
○
○
圓
や
○
○
元
が
一
例
も
な
い
点
、

ま
た
後
述
の
諸
特
徴
か
ら
す
る
と
、「
古
本
」
と
は
北
宋
小
字
本
そ
の
も
の
だ
っ
た

蓋
然
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
呉
遷
は
一
部
に
鄧
珍
本
と
『
脈
経
』
に
よ
る
校
異
な

ど
の
注
記
を
、
原
文
と
区
別
し
た
書
式
で
当
本
に
記
入
し
て
い
る
。
よ
っ
て
本
書

の
翻
字
で
は
、
呉
遷
の
注
記
お
よ
び
補
筆
を
□
で
囲
ん
で
明
示
し
た
。

筆
者
ら
も
当
本
を
鄧
珍
本
と
対
校
し
た
が
、
そ
れ
は
版
本
間
で
字
句
が
相
違
す

る
レ
ベ
ル
を
は
る
か
に
こ
え
て
い
る
。
ま
さ
に
別
系
の
『
金
匱
要
略
』
だ
っ
た
。

た
と
え
ば
書
名
を
「
金
匱
要
略
方
」
と
し
、
林
億
ら
の
序
文
と
小
字
本
牒
文
も
同

名
に
作
る
こ
と
。
小
序
に
「
金
匱
要
略
方
叙
」
と
命
名
し
、
林
億
ら
の
「
校
正
金

匱
要
略
方
叙
」
と
区
別
す
る
こ
と
。
通
巻
の
目
録
が
な
く
、
各
巻
頭
に
所
収
篇
名

の
み
記
す
こ
と
。
雑
療
篇
を
巻
中
末
尾
に
配
し
、
巻
下
を
婦
人
病
と
飲
食
禁
忌
の

各
篇
と
す
る
こ
と
。
巻
上
冒
頭
に
「
問
曰
上
工
治
未
病
何
也
…
…
」
の
三
九
八
文

字
を
配
し
て
全
書
の
総
論
と
し
、
以
下
か
ら
巻
上
目
録
・
第
一
篇
が
始
ま
る
こ
と
。

本
文
の
各
篇
名
下
に
細
字
双
行
で
記
す
論
・
証
・
方
の
数
を
、
新
た
に
定
め
る
こ

と
。
条
文
の
記
述
様
式
を
統
一
し
、
林
億
ら
の
注
文
を
削
除
な
い
し
取
り
こ
む
例

が
あ
る
こ
と
。
師
曰
・
問
曰
な
ど
を
補
足
す
る
条
文
が
あ
り
、
文
章
の
論
理
性
を

高
め
て
い
る
こ
と
等
々
。
他
に
も
条
文
や
方
名
・
薬
量
・
方
後
文
・
宋
臣
注
文
の

多
数
に
お
い
て
、
文
字
や
表
現
の
改
変
・
追
加
・
削
除
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
作
業
に
よ
り
、
当
本
全
体
の
記
述
と
文
字
は
細
部
に
い
た
る
ま
で
統
一

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
大
字
本
系
で
不
可
解
だ
っ
た
字
句
な
ど
の
意
味
が
判

然
と
す
る
場
合
も
多
い
。
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
、
大
字
本
系
が
「
婦
人
蔵
躁
」
に
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作
る
の
を
当
本
が
「
婦
人
蔵
燥
」
と
記
す
の
は
、
従
来
の
訓
詁
に
変
更
を
せ
ま
る

だ
ろ
う
。
な
お
、
こ
う
し
た
諸
特
徴
を
呉
遷
の
作
為
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

当
本
に
は
誤
字
を
白
墨
で
消
し
て
書
き
な
お
す
部
分
や
、
書
き
落
と
し
の
補
筆
な

ど
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
呉
遷
が
原
本
を
忠
実
か
つ
実
直
に
筆
写
し
た
こ
と
を
如

実
に
物
語
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
鄧
珍
本
を
参
照
し
、
気
づ
い
た
相
違
な
ど
の
コ

メ
ン
ト
を
は
っ
き
り
わ
か
る
書
式
で
記
入
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
彼
が
他
の
部
分

で
字
句
な
ど
を
勝
手
に
改
変
し
て
い
な
い
証
左
と
い
え
よ
う
。

つ
ま
り
当
本
独
自
の
諸
特
徴
は
、
お
よ
そ
北
宋
小
字
本
の
特
徴
と
考
え
て
い
い
。

と
す
る
な
ら
ば
、
北
宋
政
府
は
大
字
本
を
単
純
に
小
字
本
と
し
て
再
版
し
た
の
で

は
な
く
、
大
規
模
な
第
二
次
校
訂
を
加
え
て
刊
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
宋
改
を

経
た
医
書
に
大
字
・
小
字
の
二
版
が
あ
っ
た
の
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
小
字
本
で

再
度
改
訂
さ
れ
て
い
た
の
は
、
か
つ
て
片
鱗
も
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
両
系
統

と
も
に
伝
存
す
る
例
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
呉
遷
本
の
出
現
で
く
つ

が
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
他
の
宋
改
医
書
で
も
、
今
後
は
大
字
本
と
小
字
本
の
問

題
が
再
考
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ち
な
み
に
小
字
本
の
牒
文
に
よ
る
と
、
翰
林
医
学
の
白
請
に
よ
り
、『
金
匱
要
略

方
』
ほ
か
五
書
の
小
字
本
作
成
が
一
〇
九
四
年
六
月
に
批
准
さ
れ
、
一
〇
九
六
年

六
月
に
国
子
監
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
国
子
監
の
列
銜
に
は
出
版
と
会
計
・
監

督
関
連
の
役
職
者
名
が
記
さ
れ
る
の
み
な
の
で
、
彼
ら
は
出
版
だ
け
を
担
当
し
て

お
り
、
わ
ず
か
二
年
間
で
五
医
書
の
改
訂
ま
で
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た

大
字
本
を
校
刊
し
た
校
正
医
書
局
は
す
で
に
な
く
、
林
億
ら
の
担
当
も
あ
り
え
な

い
。
す
る
と
牒
文
が
言
及
す
る
翰
林
医
学
に
よ
る
改
訂
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、

あ
く
ま
で
推
測
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
。
と
も
あ
れ
政
府
機
関
に
よ
る
作
業
だ
か
ら

こ
そ
、
林
億
ら
の
序
文
ま
で
文
字
を
改
め
た
り
、
か
く
も
大
規
模
か
つ
大
胆
に
経

文
を
改
訂
す
る
こ
と
が
で
き
た
に
相
違
な
い
。

以
上
よ
り
、
呉
遷
本
は
北
宋
小
字
本
の
旧
態
を
濃
厚
に
保
つ
唯
一
無
二
の
善
本

と
認
め
ら
れ
た
。
当
本
に
よ
り
経
文
の
訓
詁
・
解
釈
は
、
従
来
既
知
の
諸
版
よ
り

格
段
に
進
歩
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
反
面
、
大
規
模
な
改
訂
で
大
字
本
の
面
目
が

失
わ
れ
て
い
る
の
は
ま
ち
が
い
な
い
。『
金
匱
要
略
』
の
基
礎
と
な
っ
た
、
仲
景
『
金

匱
玉
函
要
略
方
』
の
旧
姿
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
と
は
い
え
、

何
か
の
古
い
根
拠
を
推
測
さ
せ
る
字
句
が
補
足
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
大
字
本
の

校
刊
か
ら
三
十
年
を
経
て
い
な
い
の
で
、
小
字
本
の
改
訂
作
業
に
仲
景
『
金
匱
玉

函
要
略
方
』
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
高
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
小
字
本
系
の
呉
遷
本
と
大
字
本
系
の
鄧
珍
版
に
は
一
長
一
短
が
あ

る
う
え
、
ま
っ
た
く
別
系
統
の
た
め
、
優
劣
を
議
論
し
て
も
意
味
が
な
い
。
さ
ら

に
相
違
の
大
き
さ
ゆ
え
、
無
理
に
校
勘
し
て
一
書
と
す
る
な
ら
両
者
の
特
徴
を
消

失
さ
せ
る
ば
か
り
か
、
新
版
本
を
作
成
す
る
愚
に
お
ち
い
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で

当
本
も
本
書
に
影
印
収
録
す
る
こ
と
と
し
、
版
権
を
所
有
す
る
上
海
科
技
文
献
出

版
社
よ
り
権
利
を
取
得
し
た
。
む
ろ
ん
当
本
の
復
刻
は
本
書
が
世
界
初
で
あ
る
。

こ
の
復
刻
に
あ
た
り
、
現
状
の
乱
丁
は
正
し
い
位
置
に
な
お
し
た
。
な
お
当
本

の
写
真
は
宋
版
の
文
字
が
裏
写
り
し
て
お
り
、
呉
遷
の
文
字
が
一
部
読
み
に
く
い
。

こ
の
た
め
他
の
二
書
も
含
め
、
影
印
の
下
方
に
翻
字
を
配
し
た
。
そ
の
子
細
は
凡

例
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
当
本
に
は
、
後
世
の
所
蔵
者
が
大
字
本
系
に
よ
る
校

異
な
ど
を
朱
筆
で
記
し
た
付
箋
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
は
一
括
し
て
後
付
し
た
。
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五

内
容
概
説

現
『
金
匱
要
略
』
は
全
三
巻
二
十
五
篇
よ
り
な
り
、
二
百
六
十
二
方
と
約
百
九

十
一
の
薬
物
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
巻
数
は
『
傷
寒
論
』
の
十
巻
よ
り
は
る
か
に

少
な
い
が
、
字
数
は
半
数
程
度
で
あ
る
。

第
一
篇
の
臓
腑
経
絡
先
後
病
脈
証
は
、『
霊
枢
』
逆
順
篇
に
も
み
え
る
「
上
工
治

未
病
」
の
句
よ
り
始
ま
り
、
以
下
五
行
説
を
利
用
し
た
診
断
に
関
す
る
総
論
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
の
一
文
を
呉
遷
本
で
は
第
一
篇
か
ら
離
し
、
本
書
全
体
の

総
論
と
す
る
。
当
篇
全
体
の
所
論
は
「
内
経
」
系
医
書
に
近
い
。
ま
た
病
因
を
内

因
・
外
因
・
不
内
外
因
に
分
け
る
雛
形
が
述
べ
ら
れ
、
宋
代
に
『
三
因
方
』
が
著

述
さ
れ
る
淵
源
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
篇
よ
り
第
十
九
篇
は
各
種
疾
病
別
の
論
と
治
方
で
、
こ
の
編
成
を
「
経
」

と
す
る
な
ら
ば
、『
傷
寒
論
』
の
三
陰
三
陽
に
よ
る
編
成
は
「
緯
」
の
関
係
に
あ
る
。

両
書
に
共
通
の
処
方
は
少
な
く
な
い
が
、
そ
の
応
用
範
囲
は
異
な
る
こ
と
が
多
い
。

病
名
・
症
候
治
療
と
い
う
点
、
ま
た
慢
性
病
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
か
ら
、

『
金
匱
要
略
』
の
応
用
価
値
は
む
し
ろ
『
傷
寒
論
』
を
上
回
っ
て
い
る
。
事
実
、

今
日
頻
用
さ
れ
る
仲
景
処
方
の
う
ち
、
重
複
を
相
殺
す
る
と
『
金
匱
要
略
』
出
典

の
処
方
が
よ
り
多
い
。

鄧
珍
版
で
第
二
十
～
二
十
二
篇
、
呉
遷
本
で
第
二
十
一
～
二
十
三
篇
に
は
、
婦

人
病
の
論
と
治
方
が
記
さ
れ
る
。『
隋
書
』
経
籍
志
に
著
録
の
「
張
仲
景
療
婦
人
方

二
巻
」
は
、
そ
の
書
名
と
巻
数
よ
り
、
あ
る
い
は
当
該
部
分
の
前
身
よ
り
単
行
さ

れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
第
二
十
二
篇
の
末
に
は
わ
ず
か
一
方
、「
小
児
疳

虫
蝕
歯
方
」
な
る
小
児
処
方
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
疑
非
仲
景
方
」
と
細
字
注
文

が
付
さ
れ
て
い
る
が
、『
脈
経
』
巻
九
に
は
小
児
雑
病
の
篇
も
あ
る
の
で
、
仲
景
の

書
に
は
本
来
よ
り
多
く
の
小
児
に
関
す
る
論
や
方
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

鄧
珍
版
で
第
二
十
三
篇
、
呉
遷
本
で
第
二
十
篇
の
雑
療
方
は
救
急
治
療
の
論
と

治
方
が
記
さ
れ
る
。
呉
遷
本
つ
ま
り
小
字
本
で
婦
人
病
篇
の
前
に
配
置
を
改
め
た

の
は
、
救
急
治
療
を
重
視
し
た
た
め
か
、
別
の
根
拠
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
第
二

十
四
・
二
十
五
篇
は
飲
食
禁
忌
の
論
と
食
中
毒
の
治
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
三
篇
は
他
篇
と
相
当
に
趣
き
を
異
に
す
る
の
で
、
も
と
は
『
傷
寒
論
』

『
金
匱
要
略
』
の
本
文
と
別
系
で
、
の
ち
合
編
さ
れ
た
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
理
由
か
ら
当
三
篇
は
仲
景
の
本
文
で
は
な
い
と
し
て
、
し
ば
し
ば
解
釈
の
対

象
外
と
さ
れ
る
が
、
仲
景
以
降
の
内
容
と
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
正
し
く
な
い
。

と
り
わ
け
第
二
十
四
・
二
十
五
の
二
篇
は
、『
千
金
方
』
に
記
さ
れ
る
仲
景
撰
「
五

味
損
益
食
治
篇
」
と
の
関
係
性
が
高
い
。
あ
る
い
は
『
漢
書
』
芸
文
志
に
著
録
さ

れ
た
『
神
農
黄
帝
食
禁
』
ま
で
淵
源
が
推
測
さ
れ
る
ほ
ど
、
か
な
り
古
い
時
代
の

伝
承
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

（

２

）

。

〔
謝
辞
〕
鄧
珍
本
の
出
版
権
取
得
で
は
北
京
大
学
陳
明
教
授
、
呉
遷
本
の
閲
覧
調

査
お
よ
び
出
版
権
取
得
で
は
復
旦
大
学
呉
格
教
授
・
上
海
中
医
薬
大
学
段
逸
山
教

授
・
上
海
科
技
文
献
出
版
社
鄒
西
礼
博
士
の
各
氏
に
多
大
な
ご
助
力
を
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
を
記
し
、
各
氏
の
ご
厚
意
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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文
献

（
１
）

小
曽
戸
洋
「
『
小
品
方
』
序
説
─
現
存
し
た
古
巻
子
本
」
『
日
本
医
史
学

雑
誌
』
三
二
巻
一
号
一
～
二
五
頁
、
一
九
八
六

（
２
）

真
柳
誠
「
『
医
心
方
』
所
引
の
『
神
農
経
』
『
神
農
食
経
』
に
つ
い
て
」

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
一
巻
二
号
二
五
八
～
二
六
〇
頁
、
一
九
八
五

（
３
）

遠
藤
次
郎
・
島
木
英
彦
・
中
村
輝
子
「
『
金
匱
玉
函
経
』
お
よ
び
『
金
匱

玉
函
要
略
方
』
に
お
け
る
葛
洪
の
役
割
り
」『
漢
方
の
臨
床
』
四
九
巻
一
号

一
一
三
～
一
二
三
頁
、
二
〇
〇
二

（
４
）

岡
西
為
人
『
中
国
医
書
本
草
考
』
一
九
二
～
一
九
九
頁
、
大
阪
・
南
大

阪
印
刷
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
四

（
５
）

真
柳
誠
・
小
曽
戸
洋
「
『
金
匱
要
略
』
の
文
献
学
的
研
究
（
第
一
報
）
─

元
・
鄧
珍
刊
『
新
編
金
匱
方
論
』
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
四
巻
三
号
四

一
四
～
四
三
〇
頁
、
一
九
八
八

（
６
）

梁
永
宣
「
『
金
匱
要
略
方
』
底
本
出
処
考
」
『
中
国
中
医
薬
報
』
二
〇
〇

八
年
一
月
四
日
号
、
第
四
版

（
７
）

野
口
大
輔
「
『
金
匱
要
略
』
古
版
本
の
研
究
」
、
茨
城
大
学
大
学
院
人
文

科
学
研
究
科
修
士
論
文
、
二
〇
〇
五

（
８
）

真
柳
誠
・
小
曽
戸
洋
「
『
金
匱
要
略
』
の
文
献
学
的
研
究
（
第
二
報
）
─

明
・
無
名
氏
刊
『
新
編
金
匱
要
略
方
論
』
と
そ
の
版
本
系
統
」『
日
本
医
史

学
雑
誌
』
三
五
巻
四
号
四
〇
八
～
四
二
九
頁
、
一
九
八
九

（
９
）

真
柳
誠
「
別
本
『
仲
景
全
書
』
の
書
誌
と
構
成
書
目
」『
日
本
医
史
学
雑

誌
』
三
四
巻
一
号
二
八
～
三
〇
頁
、
一
九
八
八

（
10
）

真
柳
誠
「
『
仲
景
全
書
』
解
題
」『
和
刻
漢
籍
医
書
集
成
』
第
十
六
輯
所

収
、
東
京
・
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
、
一
九
九
二

（
11
）

沈
津
『
中
国
珍
稀
古
籍
善
本
書
録
』
二
〇
八
～
二
〇
九
頁
、
桂
林
・
広

西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六

（
12
）

真
柳
誠
「
北
宋
政
府
校
正
『
金
匱
要
略
』
小
字
本
の
出
現
」
、『
日
本
東

洋
医
学
雑
誌
』
五
九
巻
別
冊
号
一
九
一
頁
、
二
〇
〇
八

（
筆
者
所
属
：
茨
城
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
）


